山キの 当主、 不破喜 兵衛は 当年 六十 一 。 一 月 十三 日 

という この 日が 誕生日で、 還暦 祝い を 葬式で やろうと 

いうので ある。 

厄払いの 意味 もあった。 甚だ 老後に めぐまれない 人 

で、 中年に 夫人 を 失った のが 晩年の 孤独の キザシ で 

あった。 彼 自身 は 生れつき 頑健な 体質で 病気 知らず と 

人の 羨む 体質だった が、 死んだ 夫人 は 病弱だった せい 

か、 生れた 三 名の 子供のう ち、 兄と 姉 はすで にこの 世 

になく、 一人 残った 清 作 も 病身であった。 骨が 細く 

ヒ ヨロ/ \ と 青白く 育って、 見る からに 長命の 相が 欠 

けて 、> るから、 



この 二 児 は 主家の 外孫に 当る 上に、 主家の 子供が 病 

弱で 次々 と 死ぬ から、 特に 疎略に はでき ない。 そこで 

重 ニ郎は 主家に 対して 忠実な 番頭で あるた めに は、 自 

分の 子供に 対しても 忠実な 番頭 的 存在で ある 必要が 

あって、 この 二 児 を まもるた めに、 再婚す る わけに ゆ 

かない。 主人の 喜兵衛 がその 妻 を 失っての ち 妻帯し な 

いから、 彼 も 同じように しなければ 義父に 義理が 立た 

ないような 遠慮 も 必要だった ので ある。 

重 ニ郎の 下に、 一助 (二十 七)、 二 助 (二十 五)、 三 

助 (二十 二) と 順に 符牒で よぶ 定めに なって いる 三 名 

の 小 番頭が いる。 その 下に 平吉、 半 助と いう 小僧が い 



ち は 怪しまなかった。 

この 怪死 事件に は、 警察の 手もう ごいた。 けれども、 

諸家へ 松茸 を 配分した ォ タネ 婆さんに 怪しむべき とこ 

ろはなかった し、 それ を 向島の 寮へ 届けた 半 助 (十五 

歳) にも 怪しげな 節 はない。 

ォ タネ 婆さんから 半 助の 手に 渡され、 半 助が それ を 

持って 出発す るまでと、 向島に 至る 道中、 及び 向島の 

寮の 者に 渡されて のち 料理され るまでの 間に は、 誰の 

目から も距 てられた 時間が たしかにあった。 

半 助 は 向島へ 至る までに 他の 五軒に 松茸 を 届けて い 

る。 もっとも、 向島の 分 だけ は 進物 弔と ちがって ミズ 



警察の 捜査 は 行 きづ まつ て、 この 事件 はゥャ ムャに 

なって しまった。 花 廼屋は 自分の 調べ だした こと を 新 

十郎に 語って 彼の 判断 を もとめた こと も あるが、 確信 

がなければ 答えない 新十郎 のこと だから、 彼から たつ 

た 一 ッの ヒントす らもうる ことができなかった。 

この 事件から 半年 もた たない のに、 喜 兵衛が 生きな 

がら 葬式 を だすと いう。 そういう 暗く 血 なまぐさ い 事 

件が あって 葬式の 趣向 も 思いつい たので あるが、 何 か 

悪い 事が 起らなければ よいが … … 花 廼屋に ピンと きた 

の もムリ のない ところであった。 同憂の 士は 虎之介 だ _ 

彼 はこの 葬式の 話 をき くと、 花廼屋 にたの みこんで、 



老師が 喜 兵 衛の頭 を まるめ 終って、 坊主の コロモ を 着 

せて やった ところで ある。 そこで ひとしきり 読経の 声 

が 賑やかに なって、 生きた 亡者の 心境 は 成仏に 近づき 

つ つ あるの かも 知れん。 

円陣が とかれる と、 さらに 新たな 読経が 起って 丸坊 

主 姿の 喜 兵衛が 手前の 足で 歩いて 行って 静々 と 棺桶に 

横たわる。 達者な 亡者で ある。 

老師が 喜兵衛 の 頭 を まるめて いるう ちか ら 焼香が 行 

われて いたから、 彼が 棺桶に 横たわって 間もなく、 一 

順の 焼香 を 終える。 

型の 如くに 喪主の 清 作と 外孫の 当吉 (十三) 金 次 (十) 



んで、 木 やり 音頭の 行列と なる。 一族 縁者、 会葬者が 

それに つづく。 葬列 は 庭園 をね リ、 庭の 広場 中央に つ 

くられた ダビ 所に 到着した ので ある。 

ダビ 所 は 間口 一 一間、 奥行 三 間 ほどの 神社の ような 造 

りであった。 (線画 参照) 床下の 高さが 一 間の 余 も あ 

るが、 それ は 縁の下に 薪 をつ める 必要の ためだ。 

葬列が ダビ 所の 前で 止る と、 人足 頭の コマ 五郎が 力 

ギを 持って 進みで て 階段 を 登リ、 扉 を 左右に 押し ひら 

く。 火 消 装束の 一 隊が 棺桶 を ミコシ のように かつぎこ 

み、 安置し 終って 勇ましく 木 やり 音頭、 シャン/ \ と 

しめて、 安置の 礼式 は 終り を つげる。 人足 退去。 最後 



包囲した。 坊主の 一隊が 正面へ 進みで て 座 を 占め、 再 

び 読経が はじまる。 終って、 老師が 引導 を 渡す。 

「喝 ！」 

老師の 大音声。 武道の 気合に 似た ものが あって、 そ 

れ よりも 急所に 力が こもった ォモ ムキが あり、 禅 坊主 

の 威風 はこの 一声に とどめ を さす。 が、 一発の 大砲の 

ハ ラヮタ にしみ る 力に はとても 勝てない な。 

この 一 暍を 合図に 包囲の 火 消 人足が バラ バラと ダビ 

所の 三方の 縁の下に とりつく。 この 時代に は 珍しい ポ 

ス ポル (舶来の 蠟 マッチ) を 用いて、 一時に 三方から 

火 を かけた。 



「そこ だよ。 私 もね え。 当日 ここ をた つ 時から 本日の 

被害者 は 一 人 じ やない と 見て いたね」 

三 名 は 本宅 を 訪ねて 使用人 一同に きいて みると、 小 

僧の 平 吉と半 助が、 

「番頭さん は 葬式の 前日の 午後 一 一 時) J ろ 向島の 寮から 

の 使いが 来て、 そッ ちへ 出む いたよう です」 

というの が、 本邸で 最後に 彼の 姿 を 見た という 者の 

言葉であった。 

「使いの 者 を 覚えて いるかね」 

「寮の 車夫の 房吉 です よ。 番頭さん は その 車に のって 

出かけました」 



「いえ。 私の 家内が 身 ごもって おります から、 生れた 

子供が 男なら 当然 私の あととりで すが、 女で あっても、 

ほかに 子供が 生れなければ S を 迎えて 後 を つがせる つ 

もりです」 

「知 耳 は 重 一 一郎の 子供？」 

「イトコ 同士 はいけ ません。 同業者の 子供から でも 知 耳 

を 選ぶ ことにします か。 とにかく、 生れて みた 上の 話 

で」 

「コマ 五郎 は 当家に 恨みが あるので すか」 

「いえ。 とんでもない。 先代の コマ 五郎 以来、 当家の 

無二の 忠臣で、 父 を 殺す ヮケ があろう と は 思われ ませ 



「他家の ことです から、 そこまで は 分りません が、 そ 

れは やっぱり 嫡男 嫡孫です から、 山 キの後 をつ ぐ 者 は 

清 作さん かその 子供のお 考えで したろう。 実は …… 」 

兄 は 妹の 顔色 をう かがった が、 言葉 を つづけて、 

「葬式の 前日、 山キの 御主人が この 寮 へ 見えられ たの 

は、 系図 一巻 を 清 作さん へ 手渡す ためだ そうで、 清 作 

さんと チヨ を 前に よびよせて 手渡された そうです が。 

その 系図 を ごらんに 入れて は」 

と、 兄に うながされ、 チヨ は 立って、 仏間から 系図 

を 持参し、 中 を ひらいて 示して、 

「御 自分の 次の 代に、 三^目 不破 喜兵衛 として 良人 清 



やらなかった な。 浮世の こと は ハンコで タク サンの も 

の だ。 お経な ど は モッタ ィ ない」 

「老師が 故人の 危険 を さと つ て 扉に 向って 走られた と 

承り ましたが、 コマ 五郎が あくまで 止め だてした こと 

について は、 どのように お考えで しょうか」 

「そんな ことが 分る かよ。 あの ズ クニ ュ— めが。 ヮシ 

を 軽々 と 抱えて 降りた バカカ はたい した もの だが、 力 

持ちに 利口が いた タメ シ はない もの だ。 アツ ハツ ハ」 

何 をき いても、 この 調子であった。 

土 佐 八と その子 波 三郎を 訪問した とき はも ッと ひど 

ヽ o 
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下 を 出る とすれば、 万 一 に そなえる 用意 は 必要 だな ァ。 

そこに ヌ カリの ある コマ 五郎で はない はず だ。 する て 

えと、 どういう ことになる のです。 私の 目で 見た とこ 

ろで は、 コマ 五郎の 輩 下の 者が、 中に 死人 は 居らぬ 害 

だと 思い こんでいた- J と は 確か だと 思 いますが」 

「そこなん です。 どうして 死人が でる 害 はない と 思い 

こんだ のでし ようか」 

「山キ はたし かに 棺桶に はいりました なァ。 私 は 式の 

はじまる 前に、 あんまり 立派な 木 を 用いた 棺桶 だから、 

見せて もらった が、 底に 仕掛の あるよう な 棺桶 じゃァ 

ありませんで したよ。 山キ はたし かに その 中に ねまし 



「通路で な ぃヌケ 道から 出る 方法が あります か」 

「あります」 

「失礼 だが、 あの 建物と 同じような もの を 造って、 床 

にも 羽目板に も 扉に も 屋根に も 通路がない のに、 あな 

たは その 中から 出られます か」 

「ハイ。 出られます」 

「これ はお もしろ い。 私の 庭に あれと 同じ 物 をつ くつ 

て、 あなた を 棺桶に 入れて 担ぎ こんで 火 を かけても、 

あなた はヌケ 出る ことができ ると 仰 有る のでしょう 

ゝ _ 

力」 

「ハイ。 ぬけでる ことができます。 そして、 人の 罟 る 



設備 終って、 実験の 当日が きた。 

集った の は 約束 通り 四 人の ほかに は、 あの 当日と 同 

じ 人数の コマ 五郎の 輩 下 だけだった。 新 十郎は 一同に 

向って、 

「まず 私が 棺桶の 中に ねます から、 あの 日と 同じよう 

に それ を ダビ 所に 担ぎ y J み、 木 やり を 歌 い シャン シャ 

ンと手 をし めて、 あの 日と 同じように 立ち去り、 最後 

にコ マ 五郎 親分が 錠 を 下して 下へ 降りた ところまで 

やって 下さい。 コマ 五郎 親分の 代役 は 土 佐 八さん に 

やって いただきます。 あの 日と ちがって、 本日 は 縁の 



火 消 装束の 一 同が 棺を 担ぎ あげる。 木 やり 音頭 をう 

たいつつ ダビ 所へ 運び こんで 中央に 安置して、 そこで 

また 木 やり を やって、 シャン/ \ と 手 をし めて 室内 か 

ら 立ち去る。 最後に 土 佐 八が 扉 をし め、 錠 をお ろし、 

一 同 は ャマ甚 や 花 廼屋ら の 見て いる 前へ 戻って きて 列 

をつ くって、 

「あの 日と 同じ ことが 終りました」 

と、 土 佐 八が 報告した。 

ャマ甚 はうな ずいて、 

「すると、 あの 建物に は、 たしかに ヌケ穴 はない な」 

「ございません」 



た あとの 棺桶の 中に。 つまり 死体が あるので す。 しか 

し 皆さん はそう いう ことが 信じられます か。 土 佐 八 親 

分、 いかがです？」 

「そんな こと は 考えられない」 

と 土 佐 八 はムッ とした 顔で 答えた。 

「よろしい。 では 親分に 私と 一し よに 来て いただき ま 

しょう。 私ので た あと 力 ラッポの 害の 棺桶 中に、 どん 

な 変化が あるか どうか、 確かめて、 皆さんに 報告して 

下さい。 大勢で 確かめに 行く と、 また 人 群れに まぎれ 

て カラク リ をした ように 思われる から、 一 一人 だけで 参 

りましょう I 



彼 は 一枚ず つ 扉 を 押し あけた。 たった それだけ のこ 

とで ある。 内部の 全てが 見えた。 云う まで もな く 中央 

の 棺桶 も。 しかし もはや 人の 姿 は 見えなかった。 

「ごらんの 通り」 

と 新 十郎は 指して、 

「彼の 人 は 隠れる ために 飛び 上る こと も 走る こと も 一 

切の 特殊な 動作が 必要ではなかった のです。 中へ ギ 

ノ -1 ッと扉 を 押し あけて しまえば よろしい のです。 す 

でに 室内の 空間に は 彼の 人の 姿 は 全く 実在いた しませ 

ん。 ただ、 そのと き 室内 はちよ ッ とだけ 小さくな つて 

いました。 つまり 押し開けられた 扉 を 壁の 代りに、 左 
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